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令 和 ３ 年 度 採 点 の 手 引 （ 数 学 〔学校選択問題〕）

問 題 正 答 配 点 採 点 上 の 注 意

(１) ４

(２) 14 ４

(３) x ＝ ４
３

(４) x ＝６，y ＝２ ４

(５) ２ x( y ＋４)( y －８) ４

(６) 125 （ ｇ ） ４

(７) ４ ５

(８) 1.65 ≦ a ＜ 1.75 ５
１ ４５

(９) 30 （ 度 ） ５

内容に応じて部分点
円柱Ｘ，Ｙの底面の半径をそれぞれ x ㎝， を認める。

y㎝とおくと，底面となる円の円周について
２π x ＝ a ，２π y ＝２ a と表せるので，

x ＝ ，y ＝ となる。

よって，それぞれの体積は，

(10) π x ×２ a ＝π× ×２ a ＝ ６

π y × a ＝π× × a ＝

したがって， ÷ ＝２

円柱Ｙの体積は円柱Ｘの体積の ２ 倍になる。

内容に応じて部分点
を認める。

(１) ５

２ １０

(２) y ＝ x ５

２π
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π
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問 題 正 答 配 点 採 点 上 の 注 意

(１) 240 （ 円 ） ４

(２) 5000 （ 時間 ） ４

内容に応じて部分点
３ ６年間の使用時間は18000時間となるので， １４ を認める。

電球型蛍光灯は２度交換をし，ＬＥＤ電球は交換
(３) の必要がない。よって電球型蛍光灯の総費用は， ６

0.24×18000＋400×３＝5520
ＬＥＤ電球は，0.12×18000＋1000＝3160
したがって，その差は，5520－3160＝2360

（答え） 2360 （ 円 ）

(１) （ ㎝ ） ５

要点をおさえ，論理
△ＡＰＳと△ＦＥＳにおいて，ＡＢ∥ＥＦ の筋道がとおっている

であり，平行線の錯角は等しいので， ものは，正答とする。
∠ＡＰＳ＝∠ＦＥＳ････････････① 内容に応じて部分点
∠ＰＡＳ＝∠ＥＦＳ････････････② を認める。

①，②から，２組の角がそれぞれ等し
いので，△ＡＰＳ∽△ＦＥＳ････････③
同様にして，△ＡＱＴ∽△ＨＥＴ･･④
点Ｐ，Ｑが頂点Ａを出発してからｔ秒後につ

① いて考えると，ＡＰ＝ｔ，ＡＱ＝２ｔなので， ６
③から，ＥＳ：ＳＰ＝９：ｔ･･････⑤
④から，ＥＴ：ＴＱ＝18：２ｔ

＝９：ｔ･･････⑥
△ＥＳＴと△ＥＰＱにおいて，⑤，⑥から，

４ ＥＳ：ＥＰ＝ＥＴ：ＥＱ････････⑦ １７
(２) 共通なので，

∠ＴＥＳ＝∠ＱＥＰ････････････⑧
⑦，⑧から，２組の辺の比とその間の角

がそれぞれ等しいので，△ＥＳＴ∽△ＥＰＱ

内容に応じて部分点
△ＥＳＴ∽△ＥＰＱなので，点Ｐ，Ｑ を認める。

が頂点Ａを出発してからｔ秒後に，

ＥＳ：ＥＰ＝９：(９＋ｔ) となる。

△ＥＳＴ:△ＥＰＱ＝９ ：(ｔ＋９)

② △ＥＳＴ:台形ＳＰＱＴ＝81：(ｔ ＋18ｔ) ６

立体Ｖ，Ｗは高さが共通なので，体積

比は底面の面積比に等しい。

よって，81：(ｔ ＋18ｔ)＝９：16

これを解くと ｔ＝６，－24

ｔ＞０よりｔ＝６ （答え）６（ 秒後 ）

(１) ４

５ (２) ５ １４

(３) 60 （ 通り ） ５

配 点 合 計 １００

（ ）証明 例（ ）

（ ）説明 例（ ）

（ ）説明 例（ ）
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２ ２

２


